
路地百選推薦書 

推薦者氏名：月舘｠ 裕二 

推薦する路地（のまち）の名称 八戸中心街８つの横丁 

所在地 八戸市中心街 

面積 約｠ ｠ ？｠ ｈａ 路地の延長 約｠ ｠ ｠ ｠ 800ｍ 路

地

の

ま

ち

の

概

要 

土地利用の概要 現在の八戸の中心飲食街(長横町・六日町・鷹匠小路・新長横町・岩泉町)は、

昭和２０年(1945)の終戦によって、新しい時代の到来とともに誕生しました。

通り町を一歩入るとうっそうとした木々の生い茂る屋敷町であったところが、

現在の中心飲食街に生まれ変わるのに、三つほど大きな出来事がありました。 

 

一つは六日町から鷹匠小路に入る入り口に「ロー丁銀座街・・・雑貨飲食街」

が開設されたことでした。昭和２１年に佐々木正太郎氏、泉山重吉氏が中心と

なって、戦地から引き揚げてきた人々のために、土地の所有者であった橋本和

吉氏の協力を得て、５３コマのマーケットを開設しました。鷹匠小路の最奥に、

江戸時代に一時期牢屋が置かれたことから通称「ロー丁」と呼ばれていました

ので「ロー丁銀座街」と名づけられました。 

二つめは、同じ２１年に長横町の中ほどに城前栄太郎氏によって映画館「八

戸銀座劇場・・後に日活」が開館されたことが、さらに中心飲食街の大きな原

動力になりました。 

三つめは、現在の新長横町の奥に昭和２４年林八十吉氏によって、当時八戸

に駐留していた進駐軍相手のローラースケート場「日米開館」が建設されたこ

とでした。 

この三つの施設を結ぶように、戦後まもなくの映画黄金時代を背景にして

「文化」「中央・・・後オリオン」「第二中央」「テアトル」「東映」「大映」「大

映地下」などの映画館が、昭和２１年から３０年までの間に陸続と開館し、こ

れと呼応するように映画鑑賞後の人々の空腹を満たすため、施設の周辺に飲食

街が誕生。これが今日の中心飲食街形成の礎となりました。 

昭和２０年代前半には<ロー丁銀座街><たぬき小路>、２０年代後半に<銀馬

車通り・・・新長横町><長横町れんさ街><ハーモニカ横町>、３０年前後<ロ

ー丁れんさ街>、３０年代後半に<五番街><八番街>、４０年代には<さかえ丁>

など、平成に入り<みろく横丁><八戸昭和通り>などの飲食の横丁が誕生して

今日に至っています。 

映画鑑賞を中心としながら、パチンコやスマートボール、ボーリングなどの流

行に対応して、近隣に娯楽施設が設けられ時代の変化に適応しながら、東北で

は仙台の国分町に次ぐ飲食歓楽街として、多くの人々に親しまれてきました。 



 その他（まちの成

り立ち、特色等） 

各横丁の命名の由来 

たぬき小路(昭和２０年代前半) 

映画館とロー丁銀座通りを結ぶ小路としていち早く飲食店が並び、北海道

一の札幌の歓楽街として知れた狸小路を目指して、八戸の「たぬき小路」と

呼ばれました。 

 

長横町れんさ街(昭和２０年代後半) 

｠ 映画館の脇の横丁に、鎖をつないだ状態で飲食店が並んだことから「長横町れんさ街」と

呼ばれました。 

 

ハーモニカ横町(昭和２０年代後半) 

映画館の前、パチンコやスマートボールなどの娯楽施設に隣接しながら、楽器のハーモ

ニカのリード(吹吸口)のように並んだ飲食横丁だったことから「ハーモニカ横町」と呼ば

れました。 

 

ロー丁れんさ街(昭和３０年代前半) 

映画館と映画館、ロー丁銀座通りをつなぐ横丁で、長横町れんさ街に少し遅れて飲食店

が並び、連鎖状態であったことからロー丁れんさ街と呼ばれました。 

 

五番街(昭和３０年代後半) 

ロー丁銀座街からたぬき小路を通り、映画館の前に抜ける長横町側の横丁で、アメリカ

映画の「五番街の出来事」が上映され、大ヒットしたことから、この映画にちなんで「五

番街」と名づけられました。 

 

花小路(昭和６２年) 

三日町にビルが増加した為、防災上空閑地の必要が生じ、土地所有者を中心に昭和３９

年に再開発構想が策定されました。その後６２年に、花の咲き誇る小路であるようにと

「花小路」と名づけられました。 

 

みろく横丁(平成１４年) 

新幹線八戸駅開業の効果を発揮させる為、同事業実行委員会が中心街活性の意味も込め

て、はちのへ屋台村を構想し、三日町と六日町をまたがる横丁であることから「みろく

横丁」と名づけられました。 

 

八戸昭和通り(平成１６年) 

新幹線八戸駅開業にあたり、愛称の無かった飲食街に名をつけようと協議し、

経営者の多くが昭和戦後生まれであることから、昭和時代のぬくもりが感じら

れるようにとの思いを込めて「八戸昭和通り」と命名されました。 



【推薦する理由】 

本来、横丁の役割は人中心の街区形成にあり、歩行者が安心して歩ける、正に歩行者専用の横丁であ

ります。八戸には名前の付けられている８つの横丁が残っており、中心街の財産とも言えるものであり

ます。新幹線が開業し、多くの人が訪れるようになった現在、もっと街を知って頂きたいし、歩いて楽

しんで頂きたいと思います。 

【写真添付】 

 

 

 

 


